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役
職
定
年
に
対
す
る

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
必
要
性

　

民
間
企
業
に
お
い
て
は
、
１
９
８
０
年
代
か
ら

大
企
業
を
中
心
に
既
に
導
入
さ
れ
て
き
た
役
職
定

年
制
が
、
公
務
員
に
つ
い
て
も
今
年
の
４
月
か
ら

適
用
に
な
り
ま
し
た
（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限

年
齢
制
）。
公
務
員
の
読
者
の
方
の
中
に
は
、
こ
う

し
た
新
制
度
に
対
し
て
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

筆
者
は
、
今
年
62
歳
（
１
９
６
１
年
生
ま
れ
）

ま
さ
に
定
年
退
職
を
既
に
迎
え
た
シ
ニ
ア
世
代
で

す
が
、コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
、学
生
時
代
の
仲
間

と
近
況
報
告
も
か
ね
て
飲
む
機
会
も
増
え
て
き
ま

し
た
。「
役
職
定
年
・
定
年
再
雇
用
を
経
て
、年
収
が

40
％
減
り
、
仕
事
の
量
・
質
が
50
％
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
80
％
減
っ
た
」。あ
る
知
り
合
い
の
定
年

再
雇
用
者
の
最
近
の
飲
み
会
で
の
嘆
き
で
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
８
年
11
月
に
発
表
さ
れ
た
一
般

社
団
法
人
定
年
後
研
究
所
と
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究

所
の
試
算
に
よ
る
と
、
55
歳
以
降
の
世
代
が
役
職

定
年
で
や
る
気
を
失
う
た
め
に
生
じ
る
経
済
的
な

損
失
は
年
に
約
１
兆
５
０
０
０
億
円
に
の
ぼ
る
と

い
う
報
告
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
企
業
（
組
織
）

だ
け
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
日
本
経
済
に
と
っ
て

も
大
き
な
問
題
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、な
ぜ
シ
ニ
ア
世
代
は
、役
職
定
年
（
民

間
企
業
の
場
合
は
55
歳
が
多
い
）・
定
年
再
雇
用

（
60
歳
）
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
下
げ

て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、入
社
以
来
働
く

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
た「
収
入
」と「
役
職
」

と
い
う
目
標
が
無
く
な
る
の
が
「
役
職
定
年
」
と

「
定
年
」
と
い
う
２
回
の
タ
イ
ミ
ン
グ
（
民
間
企
業

の
場
合
）
で
あ
り
、
多
く
の
シ
ニ
ア
の
方
が
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
「
会
社
（
組
織
）
人
生
に
お
け
る

キ
ャ
リ
ア
の
ゴ
ー
ル
」と
考
え
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　

心
理
学
者
の
ユ
ン
グ
が
唱
え
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

論
と
い
う
理
論
が
あ
り
ま
す【
図
表
１
】。ユ
ン
グ
は
、

人
生
を
１
日
の
太
陽
の
運
行
に
な
ぞ
ら
え
て
、
40
歳

を
人
生
の
正
午
と
考
え
ま
し
た
。
人
生
の
中
間
点
に

お
い
て
は
、
今
ま
で
の
会
社
で
の
地
位
や
賃
金
と
い

っ
た
目
に
見
え
る
「
外
的
達
成
」
か
ら
生
き
が
い
や

自
分
な
り
の
仕
事
へ
の
納
得
感
な
ど
、
目
に
見
え
な

い
「
内
的
充
実
」
に
生
き
方
の
重
点
を
シ
フ
ト
し
て

リスタートサポート木村勝事務所代表
木村 勝

［きむら・まさる］1984 年一橋大学卒業
後、日産自動車に入社、人事畑を 30 年間
歩み続ける。2014 年独立し、電気通信
大学特任講師も兼務。最新刊『会社を辞
めたいと思った時に読む セカンドキャ
リアの見つけ方』（ビジネス教育出版社、
2023 年 7 月）を始め多数の著書がある。

役
職
定
年
後
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
保
ち
方
と
振
舞
い
方

定
年
引
上
げ
と
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン　＞＞＞　

第
３
回

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
う
ま
く

い
か
な
い
と
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
老
人
期
に
う

ま
く
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
ず
人
生
最
大
の
危
機

の
時
期
を
迎
え
る
と
ユ
ン
グ
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
「
内
的
充
実
」
は
、「
目
に
見
え
な
い
報
酬
」
と

言
い
換
え
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
ま
で

追
い
求
め
て
き
た
賃
金
や
地
位
と
い
っ
た
目
に
見

え
る
価
値
だ
け
で
な
く
、
能
力
の
獲
得
や
新
た
な

仕
事
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
自
己
の
成
長
と
い
っ
た 

目
に
見
え
な
い
価
値
を
報
酬
と
考
え
て
キ
ャ
リ
ア

を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
に
意
識
を
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
「
役
職
定
年
」
と
い
っ
た
シ
ニ
ア
が
迎
え
る
キ
ャ

リ
ア
イ
ベ
ン
ト
を
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、「
人
生
１
０

０
年
時
代
・
現
役
80
歳
時
代
」
に
向
け
た
新
た
な

ス
タ
ー
ト
と
し
て
意
識
し
再
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
、
人
生
後
半
の
充
実
度

が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

実
は
「
定
年
後
が
長
い
」

　
【
図
表
２
】
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
縦
軸
に
年
齢
、
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し
か
し
、
65
歳
雇
用
義
務
化
に
よ
り
、今
は
60
歳

で
の
定
年
退
職
と
い
っ
て
も
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
場
合
、
雇
用
契
約
は
正
規
か
ら
非
正
規
の

有
期
労
働
契
約
に
変
わ
り
ま
す
が
、
人
事
課
が
進

め
る
一
連
の
事
務
手
続
き
に
従
う
だ
け
で
す
の
で
、

自
分
が
有
期
契
約
社
員
に
な
っ
た
と
い
う
自
覚
の

な
い
ま
ま
、ま
た
、周
囲
も
定
年
退
職
者
に
特
別
に

気
を
払
う
こ
と
な
く
、
今
ま
で
通
り
何
も
な
か
っ
た

よ
う
に
勤
務
を
続
け
る
シ
ニ
ア
の
方
も
多
い
で
す
。

　
「
ま
わ
り
の
仲
間
も
そ
う
だ
か
ら
」「
特
に
や
り

た
い
こ
と
も
な
い
か
ら
」
と
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

「
キ
ャ
リ
ア
は
自
分
で
決
め
る
」
と
い
う
自
己
決
定

意
識
が
そ
の
後
の
活
躍
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
際
に
は
、

60
歳
定
年
あ
る
い
は
65
歳
定
年
再
雇
用
終
了
ま
で

と
い
っ
た
通
常
の
枠
組
み
の
中
で
考
え
る
だ
け

な
く
、
今
い
る
地
面
か
ら
一
度
飛
び
上
が
っ
て

「
虫
の
目
」
か
ら
「
鳥
の
目
」
に
視
点
を
変
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

節
目
で
行
い
た
い

「
キ
ャ
リ
ア
の
棚
卸
」

　

　

今
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
・
ス
キ
ル
・
ノ
ウ
ハ
ウ

を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
、
社
内
（
組
織
内
）
で

再
活
用
・
有
効
活
用
を
図
る
た
め
に
も
欠
か
せ
な

い
の
が
「
キ
ャ
リ
ア
の
棚
卸
」
で
す
【
図
表
３
】。

　
「
棚
卸
」
を
辞
書
で
調
べ
る
と
、「
決
算
時
ま
た

は
在
庫
整
理
時
に
、
そ
の
時
点
で
在
庫
と
な
っ
て

い
る
一
切
の
商
品
や
原
材
料
の
種
類
、
数
、
品
質

な
ど
を
調
べ
、そ
の
価
格
を
査
定
す
る
こ
と
」
な
ど

と
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
を
キ
ャ
リ
ア
の
棚
卸
に
置
き

由
時
間
（
図
の
「
在
職
中
の
自
由
時
間
」）
の
方
が

長
い
こ
と
に
ま
ず
皆
さ
ん
は
意
外
感
を
お
持
ち
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、か
つ
て
は
「
余
生
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た

60
歳
定
年
か
ら
80
歳
ま
で
の
時
間
が
、
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
会
社
（
組
織
）
で
勤
務
し
て
い
た
時
間

よ
り
も
長
い
と
い
う
事
実
に
気
づ
き
ま
す
。「
人
生

１
０
０
年
・
現
役
80
歳
時
代
」
に
は
、
役
職
定
年
、

定
年
退
職
か
ら
以
降
の
期
間
が
長
い
の
で
す
。

自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
じ
っ
く
り
考
え
る

タ
イ
ミ
ン
グ
を
持
と
う

　

前
述
の
通
り
、
こ
れ
か
ら
の
「
人
生
１
０
０
年
・

現
役
80
歳
」
時
代
は
、
定
年
以
降
が
長
い
の
で
す
。

役
職
定
年
、定
年
到
達
を
キ
ャ
リ
ア
の
重
要
な
節
目

と
し
て
認
識
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
今
の
会
社
（
組
織
）

に
継
続
し
て
勤
務
す
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
場
合
で
も
こ
う
し
た
節
目
を
ス
ル
ー
す
る

こ
と
な
く
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
じ
っ
く
り
自
分
の

キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
60
歳
と
い
う
定
年
が
キ
ャ
リ
ア

を
考
え
る
節
目
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
し
た
が
、

65
歳
継
続
雇
用
が
義
務
化
さ
れ
、60
歳
と
い
う
節
目

は
単
な
る
通
過
点
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
は
定
年
退
職
と
い
う
と
、
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
し
た
。
部
署
内
で
大
々
的
な
送
別
会
を
開
催
し
、

最
終
日
に
は
定
年
退
職
者
か
ら
最
後
の
ご
挨
拶
、

（
筆
者
の
勤
め
て
い
た
職
場
で
は
）
そ
の
後
み
ん
な

で
玄
関
前
ま
で
お
見
送
り
、
そ
の
日
だ
け
は
タ
ク

シ
ー
に
乗
っ
て
帰
宅
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

横
軸
に
１
日
の
24
時
間
を
取
り
、０
歳
か
ら
80
歳
ま

で
の
人
生
総
時
間
を
可
視
化
し
た
図
に
な
り
ま
す
。

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
「
長
い
、
長
い
」
と
思
っ
て

い
た
会
社
（
組
織
）
で
仕
事
を
し
て
き
た
時
間
（
図

の
「
労
働
時
間
」）
よ
り
も
20
歳
～
60
歳
ま
で
の
自

【図表１】人生の正午
（ユングのライフサイクル論）

【図表２】人生総時間の可視化
活動総時間＝24時間×365日×80年＝700,800時間

人生を１日の太陽の運行になぞらえて考え、
人生を４つの時期に分けて定義

内
的
実
現

外
的
実
現

中年期

老人期青少年期

成人前期

生き方の
シフト

人生末期の
転換

青少年期
の転換

40歳⇒50歳　中年期の転換 ＝ 人生最大の危機

生育時間

労働時間
＝10時間×250日×40年
＝100,000時間（14％）

在職中の自由時間
＝｛（4時間×250日）＋
　 （14時間×115日）｝×40年
＝104,400時間（15％）

定年後の自由時間

10時間 24時間
0歳

20歳

40歳

60歳

80歳

＝14時間×365日×20年
＝102,200時間（15％）

＝14時間×365日×20年
＝102,200時間（15％）

生活必需時間
＝10時間×365日×80年
＝292,000時間（42％）

ここを、どう
デザインするか？
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日
経
新
聞
の
「
私
の
履
歴
書
」
な
ど
で
も
、
若
い

時
代
の
仕
事
ぶ
り
を
紹
介
す
る
写
真
が
掲
載
さ
れ

ま
す
が
、
言
葉
で
説
明
さ
れ
る
よ
り
も
圧
倒
的
な

説
得
力
を
持
ち
ま
す
。

⑩　
論
文
、
執
筆
原
稿

　

業
界
（
組
織
内
）
雑
誌
で
の
投
稿
、
社
内
報
へ
の

投
稿
、
社
内
掲
載
記
事
な
ど
も
有
益
な
資
料
で
す
。

ベ
テ
ラ
ン
ロ
ー
ル
を
考
え
る

　

役
職
定
年
後
「
働
か
な
い
お
じ
さ
ん
」
に
な
ら

な
い
た
め
の
視
点
と
し
て
ご
紹
介
し
た
い
の
が
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
自
分
が
果
た
し
て
い
く
べ

き
「
ベ
テ
ラ
ン
ロ
ー
ル
」
を
見
つ
け
る
こ
と
で
す
。

多
摩
大
学
大
学
院
名
誉
教
授 

徳
岡
晃
一
郎
先
生
と

筆
者
の
共
著
『
ミ
ド
ル
シ
ニ
ア
の
た
め
の
日
本
版

ラ
イ
フ
シ
フ
ト
戦
略
』（
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版
）
の
中
で

も
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
ベ
テ
ラ
ン
ロ
ー
ル
に
は
、

レ
ジ
ェ
ン
ド
（
生
き
字
引
）、
コ
ネ
ク
タ
ー
（
世
話

人
）、
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
（
永
遠
の
開
拓
者
）
の
３
つ

の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
ェ
ン
ド
（
生
き
字
引
）
と
は
、
そ
の
道
の

専
門
家
・
職
人
で
あ
り
、
長
い
歴
史
を
語
れ
る
存

在
で
す
。
専
門
職
、
ベ
テ
ラ
ン
、
知
の
宝
庫
、
会

社
（
組
織
）
の
基
盤
再
構
築
と
い
っ
た
役
割
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
国
内
で
培
っ
た
技
術
・
ス
キ
ル
の

海
外
で
の
実
践
・
指
導
・
継
承
、
後
進
育
成
や
グ

ル
ー
プ
・
関
係
先
へ
の
ス
キ
ル
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
暗
黙

知
の
伝
承
、
開
発
品
質
・
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
抜
本

的
向
上
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
順
守
な
ど
、

企
業（
組
織
）と
し
て
の
基
盤
固
め
と
い
っ
た
分
野

り
ま
す
。

④ 

受
賞
し
た
「
表
彰
状
」

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
皆
さ
ん
は
、
外
部
の
表
彰
で

な
い
と
価
値
が
な
い
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
営
業
成
果
、
提
案
、
小

集
団
活
動
、
安
全
衛
生
、
防
災
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
す
べ
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
こ
れ
ま
で

活
躍
し
て
き
た
こ
と
の
証
で
す
。

⑤ 

資
格
認
定
証

　

保
有
す
る
資
格
す
べ
て
で
す
。
こ
れ
も
「
国
家

資
格
で
な
い
か
ら
価
値
が
な
い
」「
簡
単
な
試
験
だ

か
ら
」「
誰
で
も
取
れ
る
資
格
だ
か
ら
」
と
ご
自
身

の
思
い
込
み
の
基
準
で
取
捨
選
択
し
が
ち
で
す
が
、

社
内
外
を
問
わ
ず
、
そ
の
人
の
実
力
を
証
明
す
る

貴
重
な
資
料
で
す
。

⑥ 

免
許
証

　

交
付
日
、
更
新
状
況
が
わ
か
り
ま
す
。
仮
に
今

は
利
用
し
て
い
な
く
と
も
、
今
後
活
用
す
る
可
能

性
は
十
分
あ
り
ま
す
。

⑦ 

日
記
帳

　

個
人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
日
記
帳
、社
用
日
記
帳
。

⑧ 
社
史
な
ど

　

忘
れ
か
け
て
い
る
時
代
を
客
観
的
に
振
り
返
る

こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
総
務
部
の

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
な
ど
に
眠
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
一
人
合
宿
の
際
に
は
、
準
備
し
て
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
も
有
効
で
す
。

⑨ 

過
去
の
ア
ル
バ
ム

　

写
真
は
記
憶
を
呼
び
起
こ
し
ま
す
。
ビ
ジ
ュ
ア

ル
な
資
料
は
、
今
ま
で
の
各
人
の
活
動
を
一
目
で

知
ら
し
め
る
強
力
な
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

換
え
る
と
次
の
よ
う
な
内
容
に
な
り
ま
す
。

「
あ
る
時
点
に
お
け
る
自
分
に
身
に
つ
い
た
ス
キ

ル
、
知
識
、
経
験
、
資
格
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
な
ど
、保
有
す
る
自
己
資
産
の
種
類・数・

レ
ベ
ル
を
確
認
し
、
そ
の
価
格
を
評
価
す
る
こ
と
」

　

会
社
（
組
織
）
の
棚
卸
と
異
な
る
の
は
、
目
に

見
え
な
い
無
形
資
産
で
あ
り
定
量
化
し
に
く
い
と

こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
今
ま
で
の
「
暗
黙
知
」
の

経
験・ス
キ
ル
を「
形
式
知
」に
し
て
こ
そ
、シ
ニ
ア
の

キ
ャ
リ
ア
は
商
品
に
な
り
ま
す
。こ
の
プ
ロ
セ
ス
を

い
い
加
減
に
し
て
は
、し
っ
か
り
と
し
た
キ
ャ
リ
ア

戦
略
が
立
ち
上
が
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
こ
こ
は

時
間
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
を
洗
い
出
す
た
め
に
は
、
以
下
の
よ

う
な
資
料
を
手
元
に
集
め
て
時
間
を
か
け
て
行
い

ま
す
。「
一
人
合
宿
」
と
称
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

な
ど
に
籠
っ
て
行
う
と
効
果
的
で
す
。

① 

人
事
記
録

　

会
社
（
組
織
）
に
よ
っ
て
は
、
毎
年
入
社
以
来

の
異
動
記
録
を
ま
と
め
て
配
布
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

② 

名
刺

　

今
ま
で
所
属
し
た
部
署
の
正
式
名
称
が
わ
か
り

ま
す
。
ま
た
、
資
格
・
役
職
も
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
部
署
に
い
た
と
き
の
役
割
・
ポ
ジ

シ
ョ
ン
が
わ
か
り
ま
す
。

③ 

辞
令

　

節
目
節
目
で
会
社
か
ら
渡
さ
れ
た
異
動
辞
令
、

賃
金
辞
令
な
ど
で
す
。
こ
れ
が
あ
る
と
異
動
年
月
、

所
属
組
織
名
、
役
職
名
、
昇
格
年
度
な
ど
が
わ
か

【図表3】キャリアの棚卸

棚卸
決算時または在庫整理時に、その時
点で在庫となっている一切の商品や
原材料の種類、数、品質などを調べ、
その価格を査定すること

キャリアの棚卸
ある時点における自分に身についたスキル、
知識、経験、資格、ノウハウ、マネジメント力
など、保有する自己資産の種類・数・レベル
を確認し、その価格を評価すること

目に見えない無形資産
を定量化しにくい
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で
活
躍
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

コ
ネ
ク
タ
ー
（
世
話
人
）
は
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
人
間
関
係
力
を
ベ
ー
ス
に
、
顧
客
の
間
や

組
織
内
で
「
ノ
ウ
フ
ー
（
Ｋ
ｎ
ｏ
ｗ　

Ｗ
ｈ
ｏ
：

誰
が
何
を
知
っ
て
い
る
か
）」「
ノ
ウ
ハ
ウ
」
の

達
人
と
な
り
、
若
手
に
人
脈
を
紹
介
し
た
り
人
間

関
係
で
の
問
題
を
調
整
し
た
り
す
る
存
在
で
す
。

顧
客
維
持
・
拡
大
、
社
外
講
演
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、コ
ラ
ボ
先
と
の
縁
結
び
な
ど
と
い
っ
た

役
割
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
組
織
間
や
顧
客

と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
や
懸
案
事
項
に
つ
い
て
人
間

関
係
を
活
か
し
た
火
消
し
役
も
、
若
手
に
と
っ
て

は
大
変
助
か
る
存
在
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー（
永
遠
の
開
拓
者
）
は
第
一
線
の

若
手
で
は
賄
い
き
れ
な
い
案
件
を
、
中
長
期
的
な

視
点
で
扱
う
存
在
で
す
。
若
い
人
は
会
社
の
売
上

や
組
織
の
業
績
を
伸
ば
す
の
に
忙
し
く
、
腰
を

落
ち
着
け
て
重
要
な
こ
と
を
じ
っ
く
り
考
え
て

い
く
に
は
不
向
き
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

シ
ニ
ア
が
重
要
案
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ

ー
、
手
つ
か
ず
の
重
要
案
件
、
長
期
戦
の
仕
事
、

ニ
ッ
チ
だ
け
れ
ど
も
重
要
な
テ
ー
マ
を
中
長
期
的

な
視
点
か
ら
補
っ
て
い
く
の
で
す
。

若
手
と
の
良
好
な
関
係
は
重
要

　

こ
こ
か
ら
は
シ
ニ
ア
に
と
っ
て
は
、
少
々
耳
の

痛
い
話
で
す
。

　

各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
世
代
間
意
識
の

格
差
は
如
実
に
表
れ
て
お
り
、
シ
ニ
ア
世
代
に
対

す
る
見
方
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

少
し
古
い
調
査
結
果
で
す
が
、
一
般
財
団
法
人

企
業
活
力
研
究
所
が
実
施
し
た
『
シ
ニ
ア
人
材
の

新
た
な
活
躍
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
』
を
見

て
み
ま
す
。
こ
れ
は
、
シ
ニ
ア
人
材
（
50
歳
以
上
）

の
新
た
な
活
躍
の
方
向
性
に
つ
き
、
幅
広
い
側
面

か
ら
調
査
し
た
報
告
書
で
す
。

　

こ
の
中
で
、
シ
ニ
ア
と
若
手
・
ミ
ド
ル
間
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
協
力
関
係
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
で
す
が
、
シ

ニ
ア
層
の
男
性
41
・
７
％
、
女
性
50
・
０
％
が
「
う

ま
く
い
っ
て
い
る
」
と
い
う
回
答
を
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、若
手・ミ
ド
ル
層
で
「
う
ま
く
い
っ
て
い
る
」

と
答
え
た
の
は
、
男
性
27
・
６
％
、
女
性
35
・
２
％

と
そ
の
意
識
に
大
き
な
ズ
レ
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
職
場
に
お
け
る
シ
ニ
ア
の
地
位
・
報
酬
」

に
つ
い
て
、「
適
切
」
と
思
う
人
は
若
手
・
ミ
ド

ル
層
に
４
人
に
１
人
（
24
・
０
％
）、
半
数
以
上

が
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
し
て
態
度
保
留

に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
男
女
と
も
年
代
が

若
い
ほ
ど
「
適
切
で
な
い
」
と
感
じ
る
人
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
５
月
に
公
表
さ
れ
た
パ
ー
ソ
ル
総
合

研
究
所
の
『
シ
ニ
ア
従
業
員
と
そ
の
同
僚
の
就
労

意
識
に
関
す
る
定
量
調
査
』
で
も
、若
い
世
代
ほ
ど

「
私
の
会
社
で
は
、
シ
ニ
ア
社
員
が
給
料
を
貰
い

す
ぎ
て
い
る
と
思
う
」「
私
の
会
社
で
は
、
シ
ニ
ア

社
員
が
必
要
以
上
に
評
価
さ
れ
て
い
る
と
思
う
」

と
答
え
る
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
（
両

質
問
と
も
20
代
の
約
30
％
、
30
代
の
約
27
％
が

「
そ
う
思
う
」
と
回
答
）
は
頭
に
入
れ
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

前
述
の
３
つ
の
ベ
テ
ラ
ン
ロ
ー
ル
を
参
考
に
、

こ
れ
か
ら
会
社
（
組
織
）
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

若
手
と
協
働
し
て
貢
献
を
し
て
い
く
か
自
ら
考
え

て
お
く
こ
と
は
必
須
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
の
方
向
性

を
き
ち
ん
と
持
っ
た
シ
ニ
ア
社
員
は
、
若
手
に
も

魅
力
的
で
目
指
す
べ
き
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
で
す
。

若
手
に
揶
揄
さ
れ
る
存
在
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と

自
身
の
キ
ャ
リ
ア
の
方
向
性
を
持
っ
た
シ
ニ
ア
社
員

に
な
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
シ
ニ
ア

社
員
の
条
件
で
す
。

終
わ
り
に

　

筆
者
は
、
１
９
８
４
年
に
企
業
に
入
社
し
、
20

代
を
生
産
工
場
や
会
社
の
独
身
寮
と
い
っ
た
生
き

た
現
場
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
き
た
シ
ニ
ア
世
代

で
す
。
実
務
に
精
通
し
た
叩
き
上
げ
の
先
輩
か
ら

叱
ら
れ
な
が
ら
社
会
人
と
し
て
生
活
す
る
上
で
の

基
本
動
作
か
ら
仕
事
の
進
め
方
ま
で
、
ま
さ
に
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
経
験
を
土
台
に
し
て
、
ど
う
に
か
60
代
の
今

ま
で
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
で
く
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
が
受
け
て
き
た
恩
を
返
す
と
い
う
意

味
で
も
、
若
手
層
が
後
に
続
き
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
新
た
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
も
現
在

の
シ
ニ
ア
層
の
役
割
で
あ
り
責
務
だ
と
考
え
ま
す
。

「
役
職
定
年
」を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
こ
と
な
く
、

貴
重
な
キ
ャ
リ
ア
の
節
目
と
捉
え
、
人
生
１
０
０

年
・
現
役
80
歳
時
代
へ
の
新
た
な
再
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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